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▽
交
付
金
使
途
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

は
。

　

▽
志
津
南
地
区
は
各
種
団
体
が
自

治
連
に
入
っ
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
は
必
要
な
い
の
で
は
。

　

▽
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
関
し
て
、

議
会
の
審
議
は
必
要
な
い
の
か
。

◇
市
の
回
答
要
旨

　

▽
現
在
の
補
助
金
事
業
の
目
的
を

吟
味
し
、
出
来
る
も
の
を
交
付
金
化

し
て
い
く
。

　

▽
使
途
の
評
価
方
法
も
負
担
の
か

か
ら
な
い
方
法
で
考
え
る
。

　

▽
現
在
の
自
治
連
は
町
内
会
の
集

合
体
が
多
い
。
各
種
団
体
を
含
め
「
地

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
準
備
会

（
粕
谷
利
光
委
員
長
）
は
、
平
成
23
年

度
委
員
の
交
代
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
６
月
４
日
、
改
め
て
草
津
市
ま

ち
づ
く
り
協
働
課
に
よ
る
説
明
会
を

開
催
＝
写
真
、「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
説
明
会
は
、
２
月
の
市
長

ト
ー
ク
に
続
く
も
の
で
、
そ
の
必
要

性
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
取
り
組
み
の

経
緯
、
協
議
会
の
イ
メ
ー
ジ
、
メ
リ

ッ
ト
、
他
学
区
の
取
り
組
み
状
況
な

ど
の
細
か
な
説
明
に
加
え
、
吉
本
勝

明
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
長
か
ら
話
を

聞
い
た
後
、
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

吉
本
課
長
の
説
明
要
旨
。

域
を
代
表
す
る
新
た
な
自
治
の
仕
組

み
」
と
考
え
て
い
る
。
議
会
に
は
説
明

し
理
解
を
得
て
い
る
。

　

説
明
会
終
了
後
、
引
き
続
き
第
３
回

志
津
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立

準
備
会(

粕
谷
利
光
委
員
長
）
を
開
催
、

今
後
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
・

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

粕
谷
委
員
長
が
「
現
行
の
自
治
連
に

は
各
種
団
体
が
評
議
員
と
し
て
加
わ
っ

て
い
る
が
、
常
任
理
事
会
は
町
内
会
長

会
の
域
に
あ
る
。
発
展
的
に
改
組
し
、

今
の
自
治
連
と
混
同
し
な
い
仕
組
み
が

協
議
会
で
あ
る
。
市
内
外
の
先
進
地
を

研
修
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
」
と
、

基
本
的
な
方
向
を
説
明
し
た
あ
と
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

準
備
会
で
は
、
各
種
団
体
に
対
す

る
助
成
金
の
取
り
扱
い
方
法
の
変
遷

と
自
治
連
の
関
係
、
町
内
会
へ
の
説

明
時
期
、
当
面
の
進
め
方
な
ど
の
意

見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
日
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

四
役
（
委
員
長
・
副
委
員
長
３
人
）

が
中
心
と
な
っ
て
、
具
体
的
な
提
案

を
示
し
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

①
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
は
、

市
自
治
連
合
会
と
合
意
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
あ

る
。

　

②
同
協
議
会
は
、
地
域
が

一
つ
に
な
り
、
自
分
た
ち
の

地
域
計
画
に
よ
り
、
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
仕
組
み
で
あ

る
。
役
員
の
重
複
を
避
け
る

こ
と
も
で
き
、
活
動
も
効
率

的
に
な
る
。

　

③
全
国
的
に
同
様
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
県

内
で
は
、
湖
南
市
、
甲
賀
市

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

⑤
こ
れ
ま
で
各
種
団
体
個
々
に
出
し

て
い
た
補
助
金
を
一
括
交
付
金
化
し
、

地
域
の
裁
量
で
使
っ
て
も
ら
え
る
部
分

を
つ
く
っ
て
い
く
。

　

吉
本
課
長
の
説
明
後
に
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
が
、
市
の
考
え
方
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
り
、
推
進
に
つ
い
て

の
考
え
か
た
の
共
有
化
が
進
み
ま
し

た
。

　

意
見
交
換
で
は
出
席
者
か
ら
次
の
よ

う
な
疑
問
点
が
示
さ
れ
、
市
側
が
こ
れ

に
回
答
し
ま
し
た
。

　

▽
一
括
交
付
金
の
性
格
・
考
え
方
は
。

　

▽
補
助
金
を
一
括
交
付
金
化
し
配
分

す
る
に
あ
た
っ
て
問
題
点
は
生
じ
な
い

か
。

常
設
で
す
の
で
、
使
用
後
の
片
づ
け
は

い
り
ま
せ
ん
。

　

イ
ス
式
で
す
か
ら
、
足
の
痛
み
を
気

に
せ
ず
会
議
に
没
頭
で
き
ま
す
。
皆
さ

ん
大
い
に
ご
利
用
下
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
若

草
三
丁
目
町
内
会
副
会
長
の
小
川
裕

民
さ
ん
（
10
の
１
、
電
話
＝
５
６
４
の

４
８
０
１
）
ま
で
事
前
に
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

　

ま
た
、
他
の
集
会
所
の
テ
ー
ブ
ル
・

イ
ス
化
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
　

（
自
治
連
会
長　

中
原　

勝
一
）

　

自
治
連
は
こ
の
ほ
ど
、
若
草
三
丁
目

の
若
草
第
三
集
会
所
の
二
階
に
、
会

議
用
テ
ー
ブ
ル
六
台
と
パ
イ
プ
椅
子

二
十
脚
を
備
え
ま
し
た
＝
写
真
。　

　

今
年
度
か
ら
草
津
市
の
小
中
学
校

で
は
夏
休
み
期
間
を
短
縮
、
８
月
26

日
か
ら
第
２
学
期
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施

に
伴
い
、
授
業
時
数
が
増
え
て
い
る

と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
等
に
よ
る
学
級
閉
鎖
な
ど
で
授
業

時
数
が
減
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
時
数
を
確
保
す
る

必
要
と
な
る
た
め
で
す
。

　

ま
た
市
で
は
、
国
の
補
助
を
受
け

て
市
内
小
中
学
校
の
全
教
室
に
エ
ア

コ
ン
配
備
を
計
画
し
て
お
り
、
８
月

末
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

設
置
工
事
に
伴
い
、
夏
休
み
中
の

運
動
場
、
体
育
館
が
使
用
で
き
な
い

期
間
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

（
志
津
南
小
学
校
長　

橋
川
礼
子
）

　
　

ま
ち
協
で
市
が
再
度
説
明
会

　
　
　
　
　

    　

準
備
会
は
今
後
の
方
向
話
し
合
う

第
３
回
準
備
会
を
開
催

　

志
津
南
小

　

８
月
26
日
か
ら
２
学
期

   　

第
３
集
会
所
が
卓
、
イ
ス
式
に
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６
月
12
日
、
野
村
総
合
運
動
公
園

で
開
か
れ
た
「
第
14
回
草
津
市
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
」
に

今
年
も
志
津
南
地
区
子
ど
も
会
が
「
大

縄
と
び
」
と
「
大
玉
リ
レ
ー
」
に
子

ど
も
た
ち
17
人
と
保
護
者
13
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
小

野
栄
祐
会
長
）
主
催
の
ふ
れ
あ
い
囲

碁
ボ
ー
ル
大
会
が
７
月
２
日
、
志
津

南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
地

区
内
老
若
男
女
約
51
人
が
参
加
し
ま

し
た
＝
写
真
。

　

囲
碁
ボ
ー
ル
は
、
所
定
の
ス
テ
ィ

ッ
ク
で
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
マ
ッ
ト
の

溝
穴
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
五
目
並
べ

方
式
の
競
技
で
す
。

　

ル
ー
ル
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
参

加
者
は
２
面
の
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て

競
技
、
熱
の
こ
も
っ
た
競
技
で
和
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優　

勝　

若
草
四
丁
目

　

「
南
風
ジ
ャ
ン
プ
ロ
ー
プ
」
と
い
う

チ
ー
ム
名
で
参
加
し
た
「
大
縄
と
び
」

で
は
、
10
人
の
飛
び
手
が
３
分
の
持

ち
時
間
の
な
か
で
最
も
長
く
続
い
た

回
数
を
記
録
し
、
２
セ
ッ
ト
挑
戦
し

て
そ
の
回
数
の
合
計
の
多
い
方
が
勝

ち
と
な
り
ま
す
。

　

本
番
で
は
少
し
緊
張
気
味
だ
っ
た

の
か
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
工
夫

を
し
て
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
練
習
の

よ
う
に
回
数
が
多
く
続
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
学
年
の
違
う
み
ん

な
で
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
は
よ
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
人
一
組
、
１
チ
ー
ム
８
人
が
２

本
の
棒
に
の
せ
た
大
玉
を
一
定
区
間

選
手
交
代
し
な
が
ら
運
ぶ
「
大
玉
リ

レ
ー
」
に
参
加
し
た
「
南
玉
キ
ッ
ズ
」

は
、
１
回
戦
は
相
手
の
棄
権
で
不
戦

勝
。
２
回
戦
で
は
子
ど
も
た
ち
の
奮

闘
に
も
か
か
わ
ら
ず
敗
退
。
し
か
し
、

　

志
津
南
地
区
体
育
振
興
会
（
吉
永

行
夫
会
長
）
は
６
月
26
日
、
志
津
南

小
学
校
体
育
館
で
第
５
回
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
、
小
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
１
８
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

開
会
式
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
注

意
事
項
等
の
説
明
、
協
議
種
目
の
講

習
会
を
実
施
し
た
あ
と
、
ビ
ー
チ
ボ

ー
ル
と
デ
イ
ス
コ
ン
に
分
れ
て
競
技

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
は
、
男
女

各
２
人
の
４
人
１
チ
ー
ム
で
行
い
、

ボ
ー
ル
は
柔
ら
か
く
突
き
指
な
ど
け

が
の
心
配
は
な
く
、
誰
で
も
安
全
か

つ
容
易
に
行
え
、
初
心
者
か
ら
上
級

者
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

参
加
９
チ
ー
ム
で
予
選
リ
ー
グ
を

行
い
、
勝
ち
上
が
っ
た
３
チ
ー
ム
が

決
勝
リ
ー
グ
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

１
ポ
イ
ン
ト
毎
に
歓
声
が
響
き
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

デ
イ
ス
コ
ン
は
、
１
チ
ー
ム
３
人

で
青
と
赤
の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、

１
チ
ー
ム
６
枚
の
円
盤
を
１
人
２
枚
投

げ
、
ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
が
ポ
イ
ン
ト
に

近
づ
い
て
い
る
か
を
競
う
も
の
で
、
小

学
生
も
大
人
と
対
等
に
楽
し
め
る
競
技

で
す
。

　

志
津
南
リ
ー
グ
、
牟
礼
山
リ
ー
グ
と

も
に
、
レ
ベ
ル
の
高
い
戦
い
が
続
き
、

２
位
、
３
位
は
同
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
プ

レ
ー
オ
フ
に
も
つ
れ
込
み
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

　

優　

勝　

岡
本
町
西

　

準
優
勝　

２
丁
目

　

３　

位　

６
丁
目

◇
デ
イ
ス
コ
ン

　

志
津
南
リ
ー
グ

　

優　

勝　

７
丁
目

　

準
優
勝　

３
丁
目

　

３　

位　

岡
本
町
西

　

牟
礼
山
リ
ー
グ

　

優　

勝　

５
丁
目

　

準
優
勝　

３
丁
目

　

３　

位　

２
丁
目

　
　
　

(

志
津
南
地
区
体
育
振
興
会)

３
戦
目
の
３
位
決
定
戦
で
は
、
選
手

の
組
み
合
わ
せ
変
更
が
功
を
奏
し
た

の
か
見
事
勝
利
、
３
位
入
賞
を
果
た

し
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　

志
津
南
地
区
地
域
協
働
合
校
推
進
委

員
会
は
次
の
要
領
で
宿
泊
体
験
を
実

施
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日　

８
月
６
日
（
土
）～
７
日
（
日
）

の
二
日
間

内　

容　

一
泊
二
日
の
宿
泊
体
験
。

　
　
　
　

色
々
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　
　
　
　

つ
い
て
、
実
験
を
し
た
り
、

　
　
　
　

太
陽
熱
を
利
用
し
た
「
ソ
ー

　
　
　
　

ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
」
を
作
り
調

　
　
　
　

理
し
ま
す
。

対　

象　

小
学
４
～
６
年

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
０
０
０
円

申　

込　

７
月
11
日
（
月
）
～
７
月
20

　
　
　
　

日
（
水
）
17
時
ま
で
の
間
に
、

　
　
　
　

参
加
者
本
人
名
で
市
民
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
に
申
し
込
ん
で
下
さ

　
　
　
　

い
。
申
し
込
み
用
紙
は
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

※
事
前
説
明
会
を
７
月
30
日
（
土
）
に

行
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
当
日
の
み
な
ら
ず
、
事

前
準
備
し
て
い
た
だ
い
た
志
津
南
地

区
体
育
振
興
会
は
じ
め
、
関
係
者
の

み
な
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
準
優
勝　

若
草
三
丁
目

◇
３　

位　

若
草
一･

三
丁
目
混
合

　

志
津
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
今
年
も

夏
休
み
期
間
中
、
次
の
要
領
で
各
公

園
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
ま
す
。
地

域
の
み
な
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

若
草
中
央
公
園
で
は
高
齢
者
の
方
々

と
共
に
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
公
園
ま
で
の
往
復
に
は

保
護
者
の
方
で
安
全
確
認
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
未

就
学
の
子
ど
も
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て

は
よ
り
一
層
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

             

◇

▽
日　

時

　

【
前
半
】
７
月
21
日
（
木
）
～
８
月

　
　
　
　
　

12
日
（
金
）。

　

【
後
半
】
８
月
22
日
（
月
）
～
８
月

　
　
　
　
　

25
日
（
木
）。

　

た
だ
し
、
前
後
半
と
も
土
・
日
祝

　

日
は
お
休
み
と
し
ま
す
。

▽
時　

間　

午
前
７
時
30
分
。

▽
場　

所

　

・
若
草
東
児
童
公
園
＝
１
・
２
丁
目      

    

追
分
ユ
ー
ト
ピ
ア
。

　

・
若
草
中
央
児
童
公
園
＝
３
・
４
・

　
　

５
丁
目
。
若
寿
会
と
合
同
。

　

・
若
草
西
児
童
公
園
＝
６
・
７
・
８

　
　

丁
目
。

　

・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
団
地
内
公
園
＝

　
　

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
。

　

・
岡
本
西
団
地
内
公
園
＝
岡
本
町

　
　

西
。

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者

等
つ
ど
い
推
進
事
業
と
し
て
「
草
津

あ
ん
し
ん
い
き
い
き
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
高
齢
者
や
地
域
住
民
の
社
会

参
加
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
促
す
高

齢
者
向
け
講
座
の
充
実
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
第
一
弾
と
し
て
６
月
に
３
回
、

「
パ
ソ
コ
ン
と
な
か
よ
く
」
と
題
し
て

初
心
者
向
け
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

10
人
の
受
講
生
は
、
吉
田
知
津
子
講

師
の
丁
寧
な
説
明
に
耳
を
傾
け
、
キ

ー
ボ
ー
ド
を
打
ち
、
マ
ウ
ス
を
動
か

　

わ
ん
ぱ
く
プ
ラ
ザ
南
っ
子
・
地
域

協
働
合
校
の
恒
例
事
業
「
ホ
タ
ル
に

会
い
に
行
こ
う
」
が
６
月
11
日
、
市

民
セ
ン
タ
ー
と
伯
母
川
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
梅
雨
の

晴
れ
間
に
な
り
、
ホ
タ
ル
観
察
に
は
絶

好
の
天
候
に
な
り
ま
し
た
。

し
、
そ
の
た
び
に
変
わ
る
パ
ソ
コ
ン

画
面
に
、
受
講
者
は
興
味
深
げ
で
し

た
。

２
回
目
に
は
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー

ド
作
り
に
挑
戦
。
出
来
上
が
っ
た
時

は
「
こ
ん
な
ん
も
で
き
る
ん
や
わ
」

と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
８
月
18
日
、
25
日
、
29

日
に
「
卓
球
を
楽
し
も
う
」、秋
に
「
懐

か
し
の
映
画
会
」「
み
ん
な
の
展
覧
会

（
仮
題
）」
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

午
後
６
時
半
に
市
民
セ
ン
タ
ー
に
集

合
、
暗
く
な
る
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
で「
草

津
で
ホ
タ
ル
を
楽
し
む
会
」
の
菊
池
さ

ん
、
鈴
木
さ
ん
か
ら
ホ
タ
ル
の
生
態
な

ど
の
話
を
聞
き
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
大
き

く
絵
を
映
し
出
す
秋
山
さ
ん
の
紙
芝
居

や
折
り
紙
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

折
り
紙
で
は
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
一
生
懸
命
ホ
タ
ル
を
折
り
、

暗
や
み
で
光
る
シ
ー
ル
を
お
し
り
に
貼

っ
た
後
、
蛍
光
色
の
糸
に
ぶ
ら
下
げ
本

物
の
ホ
タ
ル
が
飛
ん
で
い
る
様
に
仕
上

げ
ま
し
た
。

　

暗
く
な
っ
て
か
ら
、
伯
母
川
に
ホ
タ

ル
を
観
察
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

２
０
０
匹
近
く
の
ホ
タ
ル
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
い
く
つ
も
の
群
れ
に
な
っ
て

飛
ん
で
い
る
光
景
に
感
激
。

　

毎
年
増
え
て
い
る
ホ
タ
ル
が
環
境
保

全
の
大
切
さ
を
私
た
ち
に
訴
え
て
い
る

か
の
よ
う
に
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

ス
ポ
レ
ク
大
会
で
３
位
に

囲
碁
ボ
ー
ル
大
会

　
　

若
草
４
が
優
勝

ビーチボールバレーに汗を流す参加者

慎
重
に
狙
い
定
め
て･･･

息
も
ぴ
っ
た
り
大
玉
リ
レ
ー

Ｎスポーツ大会盛り上がる

宿
泊
体
験
の

参
加
者
募
集

□ 7月 16 日（土）

　☆健康ウォーキング

　　8：45　若草中央公園集合

□ 7月 23 日（土）

　☆社会奉仕

　　8：45　若草中央公園集合

☆第 14 回ふれあい夏まつり

　　17：00 ～ 21：00

　　若草中央公園一帯

□ 7月 26 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 7月 30 日（土）

　☆健康ウォーキング

　　8：45　若草中央公園集合

□ 8月 5 日（金）

　★ふれあい昼食会

　　12：00 ～ 13：00

　ボランティア「泉」

□ 8月 6日（土）～ 7日（日）

　★南っ子宿泊体験

　　13：00 ～翌 15：00

□ 8月 9 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□毎週金曜日

　☆ふれあい喫茶（お茶の間）

　　10：00 ～ 12：00

　　若草第五集会所　

　★印の場所は志津南市民センター

　（公民館）です

　
　

高
齢
者
講
座
を
充
実

説
明
に
耳
を
傾
け
る
受
講
者

ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
よ
う

乱舞するホタルに見とれる子どもたち

観察前にホタルの話を聞く参加者

　

伯
母
川
の
ホ
タ
ル
が
増
え
た
！
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牟
礼
山
を
め
ぐ
る
遊
歩
道
を

切
り
取
っ
て
白
い
鉄
柵
の
門
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
立
命
館
大

学
の
校
門
の
一
つ
だ
が
、
利
用

さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
門
の
両

側
に
樹
木
が
立
ち
並
び
、
学
内

に
続
く
道
は
静
ま
っ
て
い
る
。

な
ん
と
な
く
、
古
い
お
城
に
伝

わ
る
「
不
明
（
あ
か
ず
の
）
門
」

な
ど
歴
史
伝
説
や
怪
談
話
を
連

想
し
た
が
、
不
明
門
の
前
に
は

真
っ
直
ぐ
に
延
び
た
道
路
。
現

実
は
い
た
っ
て
味
気
な
い
。

　

子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
「
お
や
こ
っ

こ
ク
ラ
ブ
」
は
６
月
23
日
、「
ひ
よ
こ

っ
こ
ク
ラ
ブ
」
は
同
30
日
、
そ
れ
ぞ

れ
市
民
セ
ン
タ
ー
で
七
夕
会
を
開
催
、

合
わ
せ
て
47
組
余
の
親
子
が
楽
し
み

ま
し
た
。

　

初
め
に
マ
マ
の
弾
く
ピ
ア
ノ
の
リ

折々の記

　

私
は
犬
を
飼
っ
て
い
る
。
ご
近
所
16

軒
の
う
ち
七
軒
が
飼
っ
て
い
る
。

　

犬
は
怖
い
か
ら
イ
ヤ
だ
と
い
う
人
も

お
ら
れ
る
し
、
猫
が
好
き
だ
と
言
う
人

も
お
ら
れ
る
。
地
球
上
、
人
間
の
い
る

と
こ
ろ
に
犬
は
必
ず
い
る
と
言
え
る
ほ

ど
人
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
動
物
だ

が
、
な
ぜ
怖
が
ら
れ
た
り
す
る
の
か
。

　

犬
は
人
を
咬

ん
だ
り
、
飛
び

つ
い
て
び
っ
く

り
さ
せ
た
り
、
吠
え
た
り
キ
ャ
ン
キ
ャ

ン
と
鳴
き
声
が
う
る
さ
か
っ
た
り
し
て

嫌
わ
れ
る
原
因
に
な
る
。
原
因
は
ほ
と

ん
ど
人
間
が
関
係
し
て
い
る
。
か
わ
い

が
ら
な
か
っ
た
り
、
褒
め
な
か
っ
た
り
、

叱
ら
な
か
っ
た
り
す
る
と
飼
い
主
と
犬

の
間
に
信
頼
と
愛
情
の
心
の
関
係
が
薄

く
な
る
か
ら
犬
は
精
神
的
に
ス
ト
レ
ス

を
鬱
積
さ
せ
る
。

　

犬
は
主
人
の
そ
ば
一
メ
ー
ト
ル
以

内
に
い
た
が
る
。
犬
は
主
人
に
褒
め

ら
れ
た
い
。
褒
め
ら
れ
て
よ
い
子
に

育
つ
。
発
情
期
の
雄
犬
は
気
が
荒
く

な
る
の
で
、
繁
殖
さ
せ
な
い
の
な
ら

去
勢
す
る
の
が
飼
い
主
の
ル
ー
ル
だ
。

　

散
歩
の
時
は
引
き
綱
を
つ
け
、
糞

は
持
ち
帰
り
、
シ
ッ
コ
は
他
家
の
敷

地
で
さ
せ
な
い
、
道
路
脇
で
し
て
も

水
を
か
け
る
の
が
マ
ナ
ー
だ
。
そ
れ

を
怠
る
と
犬
も
無
神
経
な
飼
い
主
も

嫌
が
ら
れ
る
。

　

そ
ん
な
に
ま
で
し
て
何
故
犬
を
飼

う
の
か
。
主
人

を
ジ
ッ
と
見
つ

め
る
目
が
良
い
。

ま
る
で
赤
ち
ゃ
ん
か
恋
人
の
瞳
だ
。

夕
暮
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
戸
外
を
眺
め

て
い
る
姿
も
良
い
。
犬
を
好
き
で
な

い
人
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
説
明

を
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。

（
二
丁
目
の
後
期
高
齢
者
）

　

志
津
南
地
区
子
ど
も
会
は
６
月
５

日
、
資
源
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
家
庭
の
玄
関
先
か
ら
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ま
で
、
新
聞
や
ダ
ン
ボ
ー

ル
を
抱
え
た
り
カ
ー
ト
を
押
し
な
が

ら
運
び
ま
し
た
＝
写
真
。

　

汗
を
か
き
な
が
ら
も
、
１
時
間
ほ

ど
の
作
業
を
、
参
加
し
た
約
30
人
の

み
ん
な
で
分
担
し
な
が
ら
が
ん
ば
り

ま
し
た
。

　

作
業
中
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
声

を
か
け
て
も
ら
う
と
、
思
わ
ず
に
っ

こ
り
‥
。
地
域
の
み
な
さ
ん
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
毎

週
金
曜
日
に
若
草
第
五
集
会
所
で
開
い

て
い
る
、
ふ
れ
あ
い
喫
茶
「
お
茶
の
間
」

は
６
月
17
日
、
４
～
６
月
生
ま
れ
の
方

を
お
祝
い
す
る
お
誕
生
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
の
歌
の
あ

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
寺

尾
幹
男
さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。
寺
尾
さ
ん
の
見
事
な
手

さ
ば
き
に
み
ん
な
は
大
拍
手
！
ひ
も
結

び
の
マ
ジ
ッ
ク
も
教
え
て
も
ら
い
、
そ

れ
ぞ
れ
熱
心
に
練
習
し
、
楽
し
い
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

ケ
ー
キ
と
飲
み
物
で
ゆ
っ
く
り
し
、

該
当
者
に
は
小
さ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
今

回
は
グ
リ
ー
ン
の
小
鉢
）
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

９
月
に
は
７
～
９
月
生
ま
れ
の
お
誕

生
会
を
し
ま
す
。
参
加
費
は
百
円
。

　

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
や
お
菓
子
な
ど
囲

み
な
が
ら
交
流
す
る
場
で
す
。
皆
さ
ま

の
お
越
し
を
ス
タ
ッ
フ
一
同
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
が
資
源
回
収

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た
あ

と
、
７
月
生
ま
れ
の
お
友
達
を
お
祝

い
し
、
七
夕
の
紙
芝
居
も
楽
し
み
ま

し
た
。
そ
し
て
マ
マ
と
一
緒
に
青
々

と
し
た
笹
に
折
り
紙
で
飾
り
物
や
短

冊
に
ク
レ
ヨ
ン
で
絵
を
描
い
た
り
、

の
り
・
は
さ
み
を
使
っ
て
輪
つ
な
ぎ
・

ひ
こ
星
・
織
姫
な
ど
か
わ
い
い
笹
飾

り
も
完
成
、
幼
児
た
ち
は
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

（
民
児
協
）

　

不
明
門

　
　

犬
と
人

ま
ち
か
ど

ア
ン
グ
ル

七
夕
会
楽
し
く

　
　

「
お
茶
の
間
」
が
お
誕
生
会

ママと一緒に笹飾り


